
VOL.22

南
阿
蘇
村

復
興
む
ら
づ
く
り

だ
よ
り

■
被
災
宅
地
の
復
旧
費
補
助
は
、
本
年
度
末

（
２
０
２
０
年
３
月
末
）が
申
請
お
よ
び
事

前
届
出
の
期
限
と
な
り
ま
す
！

　
熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
宅
地
の
復
旧
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業（
復
興
基
金
を
活
用
）は

本
年
度
末（
２
０
２
０
年
３
月
31
日
）が
申
請
お
よ
び
事
前

届
出
の
期
限
と
な
り
ま
す
。

　
期
限
以
内
に
申
請
が
で
き
な
い
人
は
届
出
を
行
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
届
出
を
し
て
い
な
い
人

は
補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

期
限（
２
０
２
０
年
３
月
31
日
）内
に
事
前
届
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
い
る
人
は
事
前
届
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
の
み
を
行
っ
た
人
は
必
要
と

な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

【
補
助
額
】

　
工
事
に
要
し
た
額
か
ら
50
万
円
控
除
し
た
額
に
３
分
の

２
を
乗
じ
た
額（
補
助
額
の
上
限
額
６
３
３
万
３
千
円
）

【
事
前
届
出
に
必
要
な
も
の
】

•
事
前
届
出
書（
役
場
復
興
推
進
課
窓
口
で
お
渡
し
、
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

•
宅
地
の
被
災
状
況
を
確
認
で
き
る
資
料（
写
真
な
ど
）を

印
刷
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

•
印
鑑

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
期
限
延
長
に
つ
い
て

　
住
宅
の
被
害
程
度
や
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
援
金
が
支

給
さ
れ
る
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
期
限
が
、
次

の
と
お
り
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

○
基
礎
・
加
算
支
援
金
の
申
請
期
限

　【
現
　
行
】2
0
1
9
年
５
月
13
日
ま
で

　【
延
長
後
】2
0
2
0
年
５
月
13
日
ま
で

■
震
災
遺
構
保
存
検
討
会

　
２
月
28
日
に
第
6
回
震
災
遺
構
保
存
検
討
会
を
役
場
庁
議
室

で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
５
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
検

討
会
で
は
、
震
災
遺
構
の
選
定
や
保
存
・
活
用
方
法
に
つ
い
て

決
定
し
、
昨
年
度
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
検
討
会
で
は
、
各
震
災
遺
構
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
報
告
を
行
い
、11
件
の
う
ち
10
件
に
つ
い
て
保
存
・

活
用
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。そ
の
他
に
も
、震
災
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
や
修
学
旅
行
誘
致
等
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
産
業
観
光

課
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
震
災
遺
構
を
見
学
す

る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
拠

点
の
整
備
、
案
内
看
板
等
の
設
置

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
村
の
震
災
遺
構
や
観
光
情
報
を

　
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で

　
震
災
遺
構
の
保
存
に
向
け
た
取
り
組
み
の
中
で
開
発
し

た
ア
プ
リ「
熊
本
地
震
伝
承
公
式
ア
プ
リ〝
つ
な
ぐ
〞
」の

配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被

害
を
後
世
に
遺
し
て
い
く
こ
と
や
、
ア
プ
リ
を
通
し
て
震

災
遺
構
の
当
時
の
状
況
な
ど
を
視
聴
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
発
し
た
も
の
で
す
。

　
ア
プ
リ
は
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
震
災
遺
構

の
地
震
前
か
ら
現
在
ま
で
の
写
真
や
そ
の
解
説
、
ド
ロ
ー

ン
で
空
撮
し
た
動
画
や
パ
ノ
ラ
マ
画
像
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
阿
蘇
大
橋
付
近
の
大
規
模
山
腹
崩
壊

と
国
道
３
２
５
号
の
断
層
跡
、
高
野
台
大
規
模
地
す
べ
り

の
3
カ
所
で
は
Ａ
Ｒ
技
術
を
活
用
し
、
現
地
で
指
定
の
方

向
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、
地
震
発

生
時
の
再
現
イ
メ
ー
ジ
を
含
む
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
等
の
情
報
も
掲
載
、

４
カ
国
語（
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
）対
応
で
、

ナ
ビ
機
能
や
音
声
に
よ
る
案
内
な
ど
豊
富
な
機
能
が
あ
り
、

今
後
様
々
な
場
面
で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

復
興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3

アプリのホーム画面

渋川地区のみなさんとの意見交換。
参考になる話ばかりでした。

このQRコードから
ダウンロード！

■
阿
蘇
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン

　
３
月
10
日
に
旧
立
野
小
学
校
で
阿
蘇
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
約
70
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
徳
島
大
学
の
西
山
賢
一
准
教
授
か
ら「
阿

蘇
の
自
然
と
歴
史
か
ら
斜
面
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
」と
い

う
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
熊
本
第
二
高
校
の
学
生
が
地
域
の
女
性
た

ち
に
指
導
さ
れ
な
が
ら

炊
き
出
し
に
挑
戦
し
、

避
難
所
の
疑
似
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
か
ら
学
生
に
対
し

て
地
震
の
体
験
や
、
避

難
所
で
の
経
験
な
ど

様
々
な
こ
と
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
、
参
加
し

た
学
生
の
大
き
な
学
び

の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
集
落
の
復
興
の
た
め
の
視
察
研
修

　
震
災
か
ら
の
集
落
再

興
に
つ
な
げ
る
新
し
い

取
組
み
の
参
考
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
２
月
8

日
、
9
日
の
2
日
間
に

わ
た
り
、
村
内
6
地
域

の
復
興
む
ら
づ
く
り
協

議
会
の
関
係
者
ら
28
人

が
、
山
口
県
周
南
市
渋

川
地
区
に
お
け
る
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、「
渋
川
を
よ
く
す
る
会
」代
表
の
安
永
芳
江
さ

ん
を
中
心
と
す
る
女
性
メ
ン
バ
ー
ら
と
、
本
村
視
察
参
加

者
と
の
間
で
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
あ
と
、
集
落
内

を
歩
い
て
様
々
な
取
組
み
の
現
場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
学
ん
だ
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会
に

持
ち
帰
り
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

■
２
０
１
９
南
阿
蘇
・
黒
川
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
！

　
熊
本
地
震
に
よ
り
最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
区
の

ひ
と
つ
で
あ
る
黒
川
地
区
で「
２
０
１
９
南
阿
蘇
・
黒
川

ウ
ォ
ー
ク
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
２
回
目
の
開
催
と
な
る
今

回
も
、
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
地
区
内
を
歩
く
こ
と
で
被

災
地
の
今
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
か

ら
の
ふ
る
ま
い
や
特
別
展
示
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
日
時

　
４
月
21
日（
日
）午
前
９
時
半
〜
受
付
開
始

○
集
合
場
所

　
旧
長
陽
西
部
小
学
校

○
参
加
費

　
大
人
２
，
０
０
０
円
　
小
・
中
学
生
１
，
０
０
０
円

　（
保
険
、
ふ
る
ま
い
、
ガ
イ
ド
料
等
）

○
当
日
の
展
示
等

　
Ｖ
Ｒ・Ａ
Ｒ
体
験
、
環
境
博
物
館
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
、
震
災
記
録
映
像
の
上
映

　村では、耐震改修などの耐震対策を行う人に対象費用の
一部を補助します。
■対象住宅　昭和56年5月以前に着工または熊本地震で被

災した戸建て木造住宅で、村が定める要件を満たす住宅
■募集期間
　4月1日（月）～10月31日（木）【土・日・祝日を除く】

〈問い合わせ〉建設課 施設管理係　℡（67）3178

平成31年度 南阿蘇村戸建て木造住宅耐震改修等事業

　県では、安心して住み続けられる住まいの確保を図るため、戸建て木造住宅の耐震診断を実施しています。
■対象住宅　昭和56年5月以前に着工または熊本地震で被災した戸建て木造住宅
■診断費用　住宅図面あり 5,500円　住宅図面なし 19,000円

〈問い合わせ〉熊本県建築住宅センター　℡ 096（385）0771

熊本県住宅耐震化事業（県事業）

■補助額

３
１
１
３
１

対象戸数
100万円
20万円
60万円

100万円
20万円

限度額
80％以内
2/3以内
50％以内
80％以内
50％以内

補助率
耐震改修設計工事

耐震改修設計
耐震改修工事

建替え設計工事
耐震シェルター工事

事業内容
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南
阿
蘇
村

復
興
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く
り
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り
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０
２
０
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熊
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よ
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技
術
を
活
用
し
、
現
地
で
指
定
の
方

向
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、
地
震
発

生
時
の
再
現
イ
メ
ー
ジ
を
含
む
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
等
の
情
報
も
掲
載
、

４
カ
国
語（
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
）対
応
で
、

ナ
ビ
機
能
や
音
声
に
よ
る
案
内
な
ど
豊
富
な
機
能
が
あ
り
、

今
後
様
々
な
場
面
で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

復
興
推
進
課
　
　
　

℡（
6
7
）1
1
1
3

アプリのホーム画面

渋川地区のみなさんとの意見交換。
参考になる話ばかりでした。

このQRコードから
ダウンロード！

■
阿
蘇
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン

　
３
月
10
日
に
旧
立
野
小
学
校
で
阿
蘇
サ
イ
エ
ン
ス
カ

フ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
約
70
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
徳
島
大
学
の
西
山
賢
一
准
教
授
か
ら「
阿

蘇
の
自
然
と
歴
史
か
ら
斜
面
災
害
に
つ
い
て
考
え
る
」と
い

う
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
熊
本
第
二
高
校
の
学
生
が
地
域
の
女
性
た

ち
に
指
導
さ
れ
な
が
ら

炊
き
出
し
に
挑
戦
し
、

避
難
所
の
疑
似
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
か
ら
学
生
に
対
し

て
地
震
の
体
験
や
、
避

難
所
で
の
経
験
な
ど

様
々
な
こ
と
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
、
参
加
し

た
学
生
の
大
き
な
学
び

の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
集
落
の
復
興
の
た
め
の
視
察
研
修

　
震
災
か
ら
の
集
落
再

興
に
つ
な
げ
る
新
し
い

取
組
み
の
参
考
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
２
月
8

日
、
9
日
の
2
日
間
に

わ
た
り
、
村
内
6
地
域

の
復
興
む
ら
づ
く
り
協

議
会
の
関
係
者
ら
28
人

が
、
山
口
県
周
南
市
渋

川
地
区
に
お
け
る
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、「
渋
川
を
よ
く
す
る
会
」代
表
の
安
永
芳
江
さ

ん
を
中
心
と
す
る
女
性
メ
ン
バ
ー
ら
と
、
本
村
視
察
参
加

者
と
の
間
で
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
あ
と
、
集
落
内

を
歩
い
て
様
々
な
取
組
み
の
現
場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
学
ん
だ
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会
に

持
ち
帰
り
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

■
２
０
１
９
南
阿
蘇
・
黒
川
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
！

　
熊
本
地
震
に
よ
り
最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
区
の

ひ
と
つ
で
あ
る
黒
川
地
区
で「
２
０
１
９
南
阿
蘇
・
黒
川

ウ
ォ
ー
ク
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
２
回
目
の
開
催
と
な
る
今

回
も
、
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
地
区
内
を
歩
く
こ
と
で
被

災
地
の
今
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
か

ら
の
ふ
る
ま
い
や
特
別
展
示
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
日
時

　
４
月
21
日（
日
）午
前
９
時
半
〜
受
付
開
始

○
集
合
場
所

　
旧
長
陽
西
部
小
学
校

○
参
加
費

　
大
人
２
，
０
０
０
円
　
小
・
中
学
生
１
，
０
０
０
円

　（
保
険
、
ふ
る
ま
い
、
ガ
イ
ド
料
等
）

○
当
日
の
展
示
等

　
Ｖ
Ｒ・Ａ
Ｒ
体
験
、
環
境
博
物
館
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
、
震
災
記
録
映
像
の
上
映

　村では、耐震改修などの耐震対策を行う人に対象費用の
一部を補助します。
■対象住宅　昭和56年5月以前に着工または熊本地震で被

災した戸建て木造住宅で、村が定める要件を満たす住宅
■募集期間
　4月1日（月）～10月31日（木）【土・日・祝日を除く】

〈問い合わせ〉建設課 施設管理係　℡（67）3178

平成31年度 南阿蘇村戸建て木造住宅耐震改修等事業

　県では、安心して住み続けられる住まいの確保を図るため、戸建て木造住宅の耐震診断を実施しています。
■対象住宅　昭和56年5月以前に着工または熊本地震で被災した戸建て木造住宅
■診断費用　住宅図面あり 5,500円　住宅図面なし 19,000円

〈問い合わせ〉熊本県建築住宅センター　℡ 096（385）0771

熊本県住宅耐震化事業（県事業）

■補助額

３
１
１
３
１

対象戸数
100万円
20万円
60万円

100万円
20万円

限度額
80％以内
2/3以内
50％以内
80％以内
50％以内

補助率
耐震改修設計工事

耐震改修設計
耐震改修工事

建替え設計工事
耐震シェルター工事

事業内容
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